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〉〉〉〉〈〈〈〈同一地域に長時間大量の降雨をもたらした台風12号に
よる紀伊半島大水害 （2011年8月30日～9月6日）

名　　称：平成23年（2011年）台風12号
発生日時：平成23年 8 月25日 9 時
発生場所：マリアナ諸島の西海上
最低気圧：965hPa
最大風速：35m/s

  奈良県十津川村 和歌山県みなべ町（清川地区） 

　2011年 8 月25日にマリアナ諸島の西の海上で発生した台風12号は、日本の
南海上をゆっくり北上して 9月 3日10時頃に高知県東部に上陸、18時過ぎに
岡山県南部に再上陸しました。その後台風12号は 4日未明に山陰沖に進み、
5日15時に日本海中部で温帯低気圧に変わりました。台風12号は動きが遅く
上陸後も大型の勢力を保っていたため、長時間、台風周辺の非常に湿った空
気が流れ込み、西日本から北日本にかけて、広い範囲で記録的な大雨となり
ました。特に紀伊半島では降り始めの 8月30日17時からの総降水量が、多い
所で1,800ミリを超えるなど、多数の地点で観測史上最多の雨量を記録しま
した。この記録的豪雨によって、奈良県南部で「深層崩壊」や「河道閉塞」
が発生するなど、紀伊半島を中心に甚大な被害が生じました。
　この大災害は「紀伊半島大水害」と称されています。

○被害状況

出典：内閣府・消防庁・国土交通省近畿地方整備局・NTT西日本の各ホームページ

人的被害 死者数：83人、行方不明者数：15人、負傷者数：113人

建物被害 全壊：380棟、半壊：3,159棟、一部破損：466棟、
床上浸水：5,499棟、床下浸水：16,592棟

ライフライン
（近畿圏）

電気：約20万戸停電
水道：約 5万戸以上断水　　固定電話：約 3万回線被災
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〉〉〉〉〈〈〈〈想定をはるかに超える巨大地震と巨大津波に襲われた
東日本大震災 （2011年3月11日）

名　　称：平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震
発生日時：平成23年 3 月11日14時46分
震　　源：三陸沖（北緯38.1度、東経142.9度、深さ24km）
地震規模：モーメントマグニチュード9.0
最大震度：震度 7（宮城県栗原市）

  宮城県仙台市荒浜地区を襲った津波 津波により浸水した岩手県陸前高田市

　2011年 3 月11日14時46分、三陸沖を震源とするモーメントマグニチュード
（Mw）9.0の地震が発生し、宮城県栗原市で震度 7、宮城県、福島県、茨城
県、栃木県の 4県37市町村で震度 6強を観測したほか、東日本を中心に北海
道から九州地方にかけての広い範囲で震度 6弱以下の揺れを観測しました。
この地震により、東北地方から関東地方にかけての太平洋沿岸で非常に高い
津波を観測し、多くの尊い人命が奪われたほか、電気・ガス等のライフライ
ン設備、港湾設備、エネルギー基地、コンビナート施設、鉄道施設等にも甚
大な被害をもたらしました。
　この戦後最大の地震災害は、「東日本大震災」と称されています。

※モーメントマグニチュード（Mw）：
　�　岩盤のずれの規模（ずれ動いた部分の面積×ずれた量×岩石の硬さ）をもとに
して計算したマグニチュードのこと。普通のマグニチュード（M）は地震計で観
測される波の振幅から計算されますが、規模の大きな地震になると岩盤のずれの
規模を正確に表せません。これに対してモーメントマグニチュードは物理的な意
味が明確で、大きな地震に対しても有効です。

○被害状況

出典：内閣府、消防庁ホームページ

人的被害 死者数：19,759人、行方不明者数：2,553人、負傷者数：6,242人

建物被害 全壊：122,006棟、半壊：283,160棟、一部破損：749,934棟、
床上浸水：1,490棟、床下浸水：9,785棟

火災 発生件数：330件

ライフライン 電気：約258万戸停電（東北3県）
ガス：約208万戸供給停止（東北3県）　水道：約230万戸断水


